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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２４年１２月６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 平成２３年１２月１４日 ２０時５２分ごろ 

発生場所 大分県大分市大分港日吉原泊地 

大分港日吉原
ひ よ し ば る

泊地北防波堤北灯台から真方位１８８°５００ｍ付近

 （概位 北緯３３°１５.４′ 東経１３１°４６.０′） 

事故調査の経過  平成２３年１２月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（門

司事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人がその後死亡した

ため行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

砂利運搬船 第八大共
だいきょう

丸、６９０トン 

 １３５５１３、大分共同海運株式会社 

 ７８.０ｍ×１３.５ｍ×７.６ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成８年１０月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７０歳 

 四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日  昭和４２年１月１３日 

  免 状 交 付 年 月 日  平成２１年３月１９日 

  免状有効期間満了日 平成２６年６月２８日   

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 バルバスバウに亀裂を伴う凹損、左舷船尾外板に凹損及び擦過

傷 

防波堤 先端部の標識灯に破損、先端部コンクリートブロックに亀

裂、コンクリートブロック４個が南方に移動 

 事故の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、土壌約２,０００ｔを積載して

長崎県平戸
ひ ら ど

市平戸港に向けて航行中、大分港大在
おおざい

ふ頭において乗組員

の交替と船用品の積込みを行うため、平成２３年１２月１４日２０時

４９分ごろ、船長が１人で操船に当たり、レーダー画面を見ながら約

７.１ノットの対地速力で大分港日吉原泊地東防波堤灯台と大分港日

吉原泊地北防波堤北灯台との間の中央付近を港奥に向けて南西進し

た。 

船長は、大分港大在泊地から日吉原泊地にかけて東西方向に築造さ

れた中防波堤（以下「本件防波堤」という。）の東側先端部にある標
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識灯（以下「黄色点滅灯」という。）を船首方に見て航行した。 

船長は、黄色点滅灯までの距離がまだあると思い、周囲を目視しな

がら南西進を続けたところ、黄色点滅灯までの距離が近いことに気付

き、直ちに機関を全速力後進にかけて左舵一杯を取ったが、本船は、

２０時５２分ごろ船首部が本件防波堤の東側先端部に衝突した。 

本船は、衝突後、自力航行して大在ふ頭に着岸した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の末期  

 その他の事項 

 

本船は、レーダー及びＧＰＳプロッターを装備していた。 

船長は、６年振りに大分港に入港した。 

船長は、満載状態での操縦性能を考慮していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、大分港において大在ふ頭に向けて入航中、船長が、黄色点

滅灯を船首方に目視して同灯までの距離がまだあると思い込み、周囲

を目視しながら航行していたことから、本件防波堤に接近しているこ

とに気付かず、本件防波堤の東側先端部に衝突したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、夜間、本船が、大分港において大在ふ頭に向けて入航

中、船長が、周囲を目視しながら航行していたため、本件防波堤に接

近していることに気付かず、本件防波堤の東側先端部に衝突したこと

により発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・夜間、狭い港内を航行する際には、目視によるだけではなく、レ

ーダーやＧＰＳプロッターを活用して船位を確認すること。 

 




